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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動モータ（１１）のロータシャフト（２８）の回転を減速機（１２）を介してディフ
ァレンシャルギヤ（１３）に伝達し、ディファレンシャルギヤ（１３）の一対の出力軸（
４５，４６）の一方を前記ロータシャフト（２８）の内部に配置したモータ式動力装置で
あって、
　前記電動モータ（１１）を収納する第１ケース（１７，１８）と、
　前記第１ケース（１７，１８）に結合されて前記減速機（１２）および前記ディファレ
ンシャルギヤ（１３）を収納する第２ケース（１４，１６）と、
　前記第２ケース（１４，１６）の内部に結合されて前記減速機（１２）を収納する減速
機収納室（４７）および前記ディファレンシャルギヤ（１３）を収納するディファレンシ
ャルギヤ収納室（４８）を仕切る第３ケース（２０）と、
　前記第２ケース（１４，１６）の上部に設けられたブリーザ室（５０）とを備え、
　前記ブリーザ室（５０）には、前記減速機収納室（４７）の内部空間に連通する開口部
（５０ａ）と大気に連通する連通孔（５０ｂ）とが形成され、前記ディファレンシャルギ
ヤ（１３）のファイナルドリブンギヤ（３８）に駆動力を伝達する前記減速機（１２）の
ファイナルドライブギヤ（３６）は、前記ディファレンシャルギヤ収納室（４８）を挟ん
で前記開口部（５０ａ）の反対側に位置することを特徴とするモータ式動力装置。
【請求項２】
　前記第３ケース（２０）の外周部は、前記第２ケース（１４，１６）にインロー嵌合部
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（４９）において嵌合した状態で結合されることを特徴とする、請求項１に記載のモータ
式動力装置。
【請求項３】
　前記ブリーザ室（５０）の開口部（５０ａ）は、前記電動モータ（１１）の駆動力を前
記ファイナルドライブギヤ（３６）に伝達する前記減速機（１２）のプライマリギヤ（３
７）およびカウンタギヤ（３４）の回転面から軸方向にオフセットしていることを特徴と
する、請求項１または請求項２に記載のモータ式動力装置。
【請求項４】
　前記第２ケース（１４，１６）はディファレンシャルギヤ側ケース半体（１４）および
減速機側ケース半体（１６）を結合して構成され、前記ブリーザ室（５０）は前記ディフ
ァレンシャルギヤ側ケース半体（１４）および前記減速機側ケース半体（１６）に跨がる
ように形成され、前記ブリーザ室（５０）を囲む前記ディファレンシャルギヤ側ケース半
体（１４）の割り面（１４ｂ）および前記減速機側ケース半体（１６）の割り面（１６ａ
）の一部をずらすことで前記開口部（５０ａ）が形成されることを特徴とする、請求項１
～請求項３の何れか１項に記載のモータ式動力装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動モータのロータシャフトの回転を減速機を介してディファレンシャルギ
ヤに伝達し、ディファレンシャルギヤの一対の出力軸の一方を前記ロータシャフトの内部
に配置したモータ式動力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　かかるモータ式動力装置において、電動モータの駆動力をディファレンシャルギヤに伝
達するプライマリギヤ、カウンタギヤ、ファイナルドライブギヤ、ファイナルドリブンギ
ヤ等を収納するミッション収納室の上部に第１ブリーザ室および第２ブリーザ室を形成し
、この第１、第２ブリーザ室でブリージングエアに混入したオイルミストを分離して大気
への拡散を防止するものが、下記特許文献１により公知である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５２３７４２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記従来のものは、ミッション収納室の上部がそのまま第１ブリーザ室を構
成するため、ミッション収納室に収納されたギヤが跳ね上げるオイルが第１ブリーザ室に
容易に浸入してしまい、第１ブリーザ室においてオイルミストを充分に分離することが困
難であった。そのために、第１ブリーザ室の上方にさらに第２ブリーザ室を形成してオイ
ルミストを分離する必要があり、二つのブリーザ室を設けることで構造の複雑化やケーシ
ングの大型化を招く問題があった。
【０００５】
　本発明は前述の事情に鑑みてなされたもので、モータ式動力装置のケーシングに設けた
ブリーザ室へのオイルの浸入を簡単な構造で阻止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載された発明によれば、電動モータのロータ
シャフトの回転を減速機を介してディファレンシャルギヤに伝達し、ディファレンシャル
ギヤの一対の出力軸の一方を前記ロータシャフトの内部に配置したモータ式動力装置であ
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って、前記電動モータを収納する第１ケースと、前記第１ケースに結合されて前記減速機
および前記ディファレンシャルギヤを収納する第２ケースと、前記第２ケースの内部に結
合されて前記減速機を収納する減速機収納室および前記ディファレンシャルギヤを収納す
るディファレンシャルギヤ収納室を仕切る第３ケースと、前記第２ケースの上部に設けら
れたブリーザ室とを備え、前記ブリーザ室には、前記減速機収納室の内部空間に連通する
開口部と大気に連通する連通孔とが形成され、前記ディファレンシャルギヤのファイナル
ドリブンギヤに駆動力を伝達する前記減速機のファイナルドライブギヤは、前記ディファ
レンシャルギヤ収納室を挟んで前記開口部の反対側に位置することを特徴とするモータ式
動力装置が提案される。
【０００７】
　また請求項２に記載された発明によれば、請求項１の構成に加えて、前記第３ケースの
外周部は、前記第２ケースにインロー嵌合部において嵌合した状態で結合されることを特
徴とするモータ式動力装置が提案される。
【０００８】
　また請求項３に記載された発明によれば、請求項１または請求項２の構成に加えて、前
記ブリーザ室の開口部は、前記電動モータの駆動力を前記ファイナルドライブギヤに伝達
する前記減速機のプライマリギヤおよびカウンタギヤの回転面から軸方向にオフセットし
ていることを特徴とするモータ式動力装置が提案される。
【０００９】
　また請求項４に記載された発明によれば、請求項１～請求項３の何れか１項の構成に加
えて、前記第２ケースはディファレンシャルギヤ側ケース半体および減速機側ケース半体
を結合して構成され、前記ブリーザ室は前記ディファレンシャルギヤ側ケース半体および
前記減速機側ケース半体に跨がるように形成され、前記ブリーザ室を囲む前記ディファレ
ンシャルギヤ側ケース半体の割り面および前記減速機側ケース半体の割り面の一部をずら
すことで前記開口部が形成されることを特徴とするモータ式動力装置が提案される。
【００１０】
　なお、実施の形態のミッションケース１４は本発明の第２ケースあるいはディファレン
シャルギヤ側ケース半体に対応し、実施の形態のモータ／ミッションケース１６は本発明
の第２ケースあるいは減速機側ケース半体に対応し、実施の形態のモータセンターケース
１７およびモータサイドケース１８は本発明の第１ケースに対応し、実施の形態のインタ
ーミディエイトケース２０は本発明の第３ケースに対応し、実施の形態の左ドライブシャ
フト４５およびセンターシャフト４６は本発明の出力軸に対応する。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１の構成によれば、モータ式動力装置は、電動モータを収納する第１ケースと、
第１ケースに結合されて減速機およびディファレンシャルギヤを収納する第２ケースと、
第２ケースの内部に結合されて減速機を収納する減速機収納室およびディファレンシャル
ギヤを収納するディファレンシャルギヤ収納室を仕切る第３ケースと、第２ケースの上部
に設けられたブリーザ室とを備える。
【００１２】
　ブリーザ室には、減速機収納室の内部空間に連通する開口部と大気に連通する連通孔と
が形成され、ディファレンシャルギヤのファイナルドリブンギヤに駆動力を伝達する減速
機のファイナルドライブギヤは、ディファレンシャルギヤ収納室を挟んで開口部の反対側
に位置するので、ディファレンシャルギヤが撥ね上げたオイルをディファレンシャルギヤ
収納室に閉じ込めて減速機収納室に浸入し難くし、しかも減速機収納室で減速機のファイ
ナルドライブギヤが撥ね上げたオイルをディファレンシャルギヤ収納室で遮ってブリーザ
室の開口部に浸入し難くすることができる。
【００１３】
　また請求項２の構成によれば、第３ケースの外周部は、第２ケースにインロー嵌合部に
おいて嵌合した状態で結合されるので、第３ケースを第２ケースに対して強固にかつ精度
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良く支持することができる。
【００１４】
　また請求項３の構成によれば、ブリーザ室の開口部は、電動モータの駆動力をファイナ
ルドライブギヤに伝達する減速機のプライマリギヤおよびカウンタギヤの回転面から軸方
向にオフセットしているので、回転するプライマリギヤおよびカウンタギヤから飛散すオ
イルがブリーザ室に浸入し難くすることができる。
【００１５】
　また請求項４の構成によれば、第２ケースはディファレンシャルギヤ側ケース半体およ
び減速機側ケース半体を結合して構成され、ブリーザ室はディファレンシャルギヤ側ケー
ス半体および減速機側ケース半体に跨がるように形成され、ブリーザ室を囲むディファレ
ンシャルギヤ側ケース半体の割り面および減速機側ケース半体の割り面の一部をずらすこ
とで開口部が形成されるので、特別の機械加工を必要とせずにブリーザ室の開口部を容易
に形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】モータ式動力装置の縦断面図。
【図２】図１の２－２線矢視図。
【図３】図１の３－３線矢視図。
【図４】図２の４－４線断面図。
【図５】ミッションケースおよびインターミディエイトケースの分解斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図１～図５に基づいて本発明の実施の形態を説明する。
【００１８】
　図１に示すように、電機自動車のパワーユニットとして使用されるモータ式動力装置は
、電動モータ１１と減速機１２とディファレンシャルギヤ１３とを一体に備えるもので、
その外郭は車幅方向左端に位置するミッションケース１４と、ミッションケース１４の右
端にボルト１５…で結合されるモータ／ミッションケース１６と、モータ／ミッションケ
ース１６の右端に不図示のボルトで結合されるモータセンターケース１７と、モータセン
ターケース１７の右端に不図示のボルトで結合されるモータサイドケース１８、ミッショ
ンケース１４の内面にボルト１９…で結合されるインターミディエイトケース２０とで構
成される。
【００１９】
　電動モータ１１はモータセンターケース１７およびモータサイドケース１８の内部に収
納される。またインターミディエイトケース２０は、ミッションケース１４およびモータ
／ミッションケース１６の内部を、右側の減速機収納室４７と、左側のディファレンシャ
ルギヤ収納室４８とに仕切り、減速機収納室４７に減速機１２が収納され、ディファレン
シャルギヤ収納室４８にディファレンシャルギヤ１３が収納される。
【００２０】
　電動モータ１１は、モータセンターケース１７の内周面に固定されたステータ２１と、
ステータ２１の内部に回転自在に配置されたロータ２２とで構成される。ステータ２１は
、積層鋼板よりなるステータコア２３と、ステータコア２３の外周に巻回された複数のコ
イル２４…とで構成される。またロータ２２は、インターミディエイトケース２０、モー
タ／ミッションケース１６およびモータサイドケース１８にそれぞれボールベアリング２
５，２６，２７で回転自在に支持されたロータシャフト２８と、ロータシャフト２８に固
定された積層鋼板よりなるロータコア２９と、ロータコア２９の外周部に埋設された複数
の永久磁石３０…とで構成される。
【００２１】
　減速機１２は、ミッションケース１４およびモータ／ミッションケース１６にそれぞれ
ローラベアリング３１およびボールベアリング３２で支持された減速機シャフト３３を備
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えており、減速機シャフト３３にはカウンタギヤ３４、パーキングギヤ３５およびファイ
ナルドライブギヤ３６が設けられる。そしてロータシャフト２８の左端に設けたプライマ
リギヤ３７が減速機シャフト３３のカウンタギヤ３４に噛合し、減速機シャフト３３のフ
ァイナルドライブギヤ３６がディファレンシャルギヤ１３のファイナルドリブンギヤ３８
に噛合する。
【００２２】
　ディファレンシャルギヤ１３は、ミッションケース１４およびインターミディエイトケ
ース２０にそれぞれテーパローラベアリング３９，４０を介して回転自在に支持されたデ
ィファレンシャルケース４１と、ディファレンシャルケース４１にピニオンピン４２を介
して回転自在に支持された一対のディファレンシャルピニオン４３，４３と、これらのデ
ィファレンシャルピニオン４３，４３の両方に同時に噛合する一対のディファレンシャル
サイドギヤ４４，４４とを備えており、ディファレンシャルケース４１の外周に前記ファ
イナルドリブンギヤ３８が固定される。
【００２３】
　左側のディファレンシャルサイドギヤ４４に右端をスプライン結合された左ドライブシ
ャフト４５が、ディファレンシャルケース４１およびミッションケース１４を貫通して車
幅方向左側に延出する。また右側のディファレンシャルサイドギヤ４４に左端をスプライ
ン結合されたセンターシャフト（ハーフシャフト）４６が、ディファレンシャルケース４
１、モータ／ミッションケース１６および中空のロータシャフト２８の内部を貫通して車
幅方向右側に延出する。センターシャフト（ハーフシャフト）４６は不図示の右ドライブ
シャフトに接続される。
【００２４】
　従って、電動モータ１１を駆動すると、ロータシャフト２８のトルクがプライマリギヤ
３７→カウンタギヤ３４→減速機シャフト３３→ファイナルドライブギヤ３６→ファイナ
ルドリブンギヤ３８→ディファレンシャルケース４１→ピニオンシャフト４２→ディファ
レンシャルピニオン４３，４３→ディファレンシャルサイドギヤ４４，４４の経路で伝達
され、車両の旋回状態等に応じて、左ドライブシャフト４５とセンターシャフト４６とに
所定の比率で配分される。
【００２５】
　図１および図５に示すように、インターミディエイトケース２０は概略円板状の部材で
あって、その外周の一部にパーキングギヤ３５との干渉を回避するための円弧状の切欠き
２０ａが形成される。インターミディエイトケース２０の切欠き２０ａを除く円形の外周
部には段部２０ｂが形成されており、この段部２０ｂにミッションケース１４の開口部に
形成された円形の割り面１４ａが嵌合した状態で、インターミディエイトケース２０を貫
通する複数本のボルト１９…がミッションケース１４に螺合する。このとき、インターミ
ディエイトケース２０の段部２０ｂおよびミッションケース１４の割り面１４ａは、イン
ロー嵌合部４９により相互に嵌合する。
【００２６】
　このように、インターミディエイトケース２０は、ミッションケース１４およびインタ
ーミディエイトケース２０間に形成したインロー嵌合部４９により嵌合した状態で結合さ
れるので、ノックピンを必要とせずに、インターミディエイトケース２０をミッションケ
ース１４に対して強固にかつ精度良く支持することができる。
【００２７】
　図２～図５に示すように、ミッションケース１４およびモータ／ミッションケース１６
の上部にはオイルミストを捕捉してモータ式動力装置の外部への拡散を防止するためのブ
リーザ室５０が設けられる。ブリーザ室５０は、ミッションケース１４の開口部の上部に
形成された閉じた割り面１４ｂと、モータ／ミッションケース１６の開口部の上部に形成
された閉じた割り面１６ａとを結合することで、ミッションケース１４およびモータ／ミ
ッションケース１６に跨がるように区画される。このとき、ミッションケース１４の割り
面１４ｂをモータ／ミッションケース１６の割り面１６ａに対して一部だけずらすことで
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、その部分に減速機収納室４７に開口する開口部５０ａが形成される。またブリーザ室５
０は、モータ／ミッションケース１６に形成した連通孔５０ｂを介して大気に連通する。
【００２８】
　ブリーザ室５０の開口部５０ａは、プライマリギヤ３７およびカウンタギヤ３４の回転
面から軸方向左側、すなわち電動モータ１１の方向と反対側にオフセットしている。また
ファイナルドライブギヤ３６とブリーザ室５０の開口部５０ａとの間には、ディファレン
シャルギヤ収納室４８を区画するインターミディエイトケース２０の一部が介在する。
【００２９】
　次に、上記構成を備えた本発明の実施の形態の作用を説明する。
【００３０】
　モータ式動力装置を運転すると、ミッションケース１４、モータ／ミッションケース１
６、モータセンターケース１７およびモータサイドケース１８の底部に貯留したオイルを
電動モータ１１、減速機１２およびディファレンシャルギヤ１３等の回転部材が撥ね上げ
ることで、あるいはオイルポンプが吸い上げて各ギヤに掛けたオイルが飛散することでオ
イルミストが発生する。モータ式動力装置の内部の空気は、温度変化によるブリージング
により大気との間で行き来するが、オイルミストを含む空気が大気中に拡散しないように
、ブリーザ室５０においてオイルミストが捕捉される。
【００３１】
　本実施の形態によれば、ミッションケース１４およびモータ／ミッションケース１６の
内部において、減速機収納室４７およびディファレンシャルギヤ収納室４８がインターミ
ディエイトケース２０により仕切られており、かつブリーザ室５０の開口部５０ａが減速
機収納室４７に開口しているため、ディファレンシャルギヤ収納室４８の内部でディファ
レンシャルギヤ１３が撥ね上げたオイルの大部分は、ディファレンシャルギヤ収納室４８
の底部から減速機収納室４７の底部に排出され、減速機収納室４７の上部に開口するブリ
ーザ室５０の開口部５０ａに供給され難くなる。
【００３２】
　それでも、ディファレンシャルギヤ収納室４８および減速機収納室４７は減速機シャフ
ト３３側で相互に連通しているため、ディファレンシャルギヤ収納室４８でディファレン
シャルギヤ１３が撥ね上げたオイルは減速機収納室４７の減速機シャフト３３の周辺に供
給され、減速機収納室４７でプライマリギヤ３７、カウンタギヤ３４、ファイナルドライ
ブギヤ３６等が撥ね上げたオイルと合流してブリーザ室５０に供給される可能性がある。
【００３３】
　しかしながら、減速機収納室４７の減速機シャフト３３の周辺の空間とブリーザ室５０
の開口部５０ａとの間にはインターミディエイトケース２０の上部が介在しているため（
図２参照）、減速機収納室４７において撥ね上げられたオイルがインターミディエイトケ
ース２０の上部により阻止されてブリーザ室５０の開口部５０ａに届き難くなり、オイル
の大気への拡散が効果的に防止される。
【００３４】
　それでも、減速機収納室４７の内部ではプライマリギヤ３７およびカウンタギヤ３４が
回転するため、それらプライマリギヤ３７およびカウンタギヤ３４が撥ね上げたオイルが
ブリーザ室５０に供給される。しかしながら、プライマリギヤ３７およびカウンタギヤ３
４の回転面はブリーザ室５０の開口部５０ａから軸方向右側にオフセットしているため、
プライマリギヤ３７およびカウンタギヤ３４が撥ね上げたオイルがブリーザ室５０の開口
部５０ａに届き難くなり、オイルの大気への拡散が更に効果的に防止される。
【００３５】
　またミッションケース１４およびモータ／ミッションケース１６に跨がるように形成さ
れるブリーザ室５０の開口部５０ａは、ブリーザ室５０を囲むミッションケース１４の割
り面１４ｂおよびモータ／ミッションケース１６の割り面１６ａの一部をずらすことで形
成されるので、特別の機械加工を必要とせずにブリーザ室５０の開口部５０ａを容易に形
成することができる。
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【００３６】
　以上、本発明の実施の形態を説明したが、本発明はその要旨を逸脱しない範囲で種々の
設計変更を行うことが可能である。
【符号の説明】
【００３７】
１１　　　　電動モータ
１２　　　　減速機
１３　　　　ディファレンシャルギヤ
１４　　　　ミッションケース（第２ケース、ディファレンシャルギヤ側ケース半体）
１４ｂ　　　割り面
１６　　　　モータ／ミッションケース（第２ケース、減速機側ケース半体）
１６ａ　　　割り面
１７　　　　モータセンターケース（第１ケース）
１８　　　　モータサイドケース（第１ケース）
２０　　　　インターミディエイトケース（第３ケース）
２８　　　　ロータシャフト
３４　　　　カウンタギヤ
３６　　　　ファイナルドライブギヤ
３７　　　　プライマリギヤ
３８　　　　ファイナルドリブンギヤ
４５　　　　左ドライブシャフト（出力軸）
４６　　　　センターシャフト（出力軸）
４７　　　　減速機収納室
４８　　　　ディファレンシャルギヤ収納室
４９　　　　インロー嵌合部
５０　　　　ブリーザ室
５０ａ　　　開口部
５０ｂ　　　連通孔
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